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世
界
の
感
染
者
１
２
４
万
人

　

中
国
武
漢
か
ら
感
染
が
広
が
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、ワ
ク

チ
ン
も
特
効
薬
も
な
い
た
め
、
重

篤（
じ
ゅ
う
と
く
）な
肺
炎
を
引
き

起
こ
し
、多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い

る
。Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
４
月
７
日

午
前
８
時
現
在
の
世
界
の
感
染
者

数
は
１
２
４
万
４
４
６
６
人
で
死

者
は
６
万
７
７
６
７
人
に
上
っ
て

い
る
。日
本
の
感
染
判
明
者
数
は

同
６
日
現
在
４
千
０
７
７
人
で
、

死
者
は
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
志
村
け

ん
氏
を
は
じ
め
97
人
（
ク
ル
ー
ズ

船
と
チ
ャ
ー
タ
ー
機
帰
国
の
感
染

者
７
２
６
人
、同
死
者
11
人
を
除

く
）。

　

欧
米
で
は
イ
タ
リ
ア
、ス
ペ
イ
ン

で
医
療
崩
壊
が
起
こ
り
、
米
国
で

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
深
刻
な
事

態
に
陥
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、ロ
シ
ア
な
ど
各
国
が

外
出
禁
止
な
ど
の
都
市
封
鎖
を

実
施
。世
界
経
済
の
落
ち
込
み
を

懸
念
し
て
株
価
が
大
幅
に
下
落
し

て
い
る
。

日
本
も
感
染
者
急
増

　

日
本
で
も
４
月
に
な
っ
て
東
京

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
７
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

感
染
か
ら
会
社
と
従
業
員
、家
族
を
守
ろ
う

都
の
感
染
判
明
者
が
一
日
で
１
０

０
人
を
超
え
、
感
染
経
路
の
分
か

ら
な
い
感
染
者
が
急
増
。医
療
従

事
者
か
ら
は
「
３
週
間
前
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
同
じ
だ
」
と
い
う
警

告
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
は
、
人

と
の
接
触
を
８
割
減
ら
し
て
感
染

を
封
じ
込
め
る
の
が
目
標
。諸
外

国
の
都
市
封
鎖
の
よ
う
な
企
業
活

動
や
外
出
禁
止
に
対
す
る
罰
則
規

定
は
な
い
が
、病
院
や
薬
局
、食
料

の
製
造
販
売
や
物
流
、
公
共
交
通

機
関
や
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
・

通
信
・
放
送
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
は
稼
働
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以

外
の
企
業
活
動
の
停
止
・
縮
小
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
を
罰

則
な
し
で
実
施
す
る
に
は
日
本
人

の
叡
智
と
結
束
力
必
要
だ
ろ
う
。

医
療
崩
壊
で
多
く
の
命
を
失
わ
な

い
た
め
に
、
不
要
不
急
な
外
出
を

自
粛
す
る
な
ど
、
企
業
と
国
民
一

人
一
人
に
、
決
断
と
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

道
外
か
ら
の
転
入
者
対
策
必
要

　

道
内
初
の
感
染
者
は
１
月
下

旬
、
中
国
の
春
節
休
暇
で
中
国
武

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
鉄
道
・
航
空

４
月
１
日
か
ら
北
海
道
商
工
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
員
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
リ
ン
ク
が
増
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。爆
発
的
感
染
拡
大
が
日
本
に
迫
り
、
政
府
は
７
日
、
緊

急
事
態
宣
言
を
発
し
て
７
都
府
県（
東
京
、埼
玉
、千
葉
、神
奈
川
、大
阪
、兵
庫
、福
岡
）に
、５
月
６
日
ま
で
の

約
１
カ
月
間
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
指
示
し
た
。政
府
は
同
時
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
約
２
倍
に
あ

た
る
事
業
規
模
１
０
８
兆
円
の
経
済
対
策
も
表
明
し
、
４
月
15
日
を
目
途
に
補
正
予
算
案
を
つ
く
る
。北
海

道
は
対
象
に
入
ら
ず
学
校
は
再
開
し
た
が
、大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、外
出
の
自
粛
は
続
く
。

お
知
ら
せ

　

道
商
工
連
は
５
月
22
日

（
金
）
午
後
３
時
か
ら
、
第
１

０
７
回
理
事
会
と
第
１
３
０

回
常
任
理
事
会
を
札
幌
す
み

れ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
す
。



漢
市
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
で
、
１

月
28
日
に
感
染
が
確
認
さ
れ
、
入

院
治
療
を
受
け
帰
国
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
海
外
渡
航
歴
の
な
い

道
内
居
住
者
に
感
染
が
広
が
り
、

グ
ラ
フ
の
通
り
、
札
幌
市
以
外
の

地
域
で
感
染
者
が
次
々
に
判
明
。

２
月
27
日
に
は
一
日
の
感
染
判
明

者
が
15
人
と
い
う
１
回
目
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
た
。そ
の
後
、札
幌
市
内

で
感
染
者
が
急
増
す
る
も
の
の
、

同
27
日
（
札
幌
は
28
日
）
か
ら
新

学
期
ま
で
小
中
高
校
な
ど
が
全
道

一
斉
の
臨
時
休
校
と
な
り
、
週
末

の
外
出
自
主
規
制
の
呼
び
か
け
も

あ
っ
て
、
感
染
者
の
爆
発
的
増
加

が
抑
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
間
、
北
見
市
の
展
示
会
場

と
札
幌
市
の
ラ
イ
ブ
バ
ー
で
集
団

感
染
が
発
生
し
て
い
る
。４
月
６

日
現
在
の
感
染
判
明
者
数
（
道
と

札
幌
市
発
表
）
は
全
道
で
１
９
４

人（
う
ち
札
幌
市
86
人
）、
死
者
は

全
道
で
９
人
（
う
ち
札
幌
市
３

人
）に
な
っ
て
い
る
。

　

い
ま
も
全
国
的
な
感
染
拡
大
は

続
い
て
お
り
、
新
年
度
を
迎
え
た

大
学
や
専
門
学
校
、
官
庁
や
企
業

は
人
事
異
動
で
転
入
出
者
が
多
い

季
節
だ
け
に
道
内
へ
の
転
入
者
へ

の
有
効
な
感
染
防
止
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

深
刻
な
経
済
損
失
と
経
営
難

　

入
国
規
制
に
よ
る
海
外
か
ら
の

観
光
客
激
減
や
、
学
校
の
臨
時
休

校
、
感
染
防
止
の
自
主
規
制
で
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

大
型
イ
ベ
ン
ト
が
こ
と
ご
と
く
中

止
や
延
期
に
な
り
、
卒
業
式
や
謝

恩
会
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
研
修

会
、講
習
会
、職
場
の
歓
送
迎
会
に

至
る
ま
で
自
粛
に
な
っ
て
い
る
。

　

ホ
テ
ル
や
観
光
バ
ス
、
土
産
物

販
売
な
ど
の
観
光
産
業
だ
け
で
な

く
、
飲
食
店
や
食
品
製
造
販
売
、

２
月
14
日

１
月
28
日

２
月
15
日

２
月
18
日

２
月
20
日

２
月
21
日

２
月
25
日

２
月
27
日

３
月
１
日

３
月
５
日

３
月
10
日

３
月
15
日

３
月
20
日

３
月
25
日

３
月
30
日

４
月
１
日

４
月
5
日

４
月
6
日

10

5

０

15
（人） 道内の新型コロナウイルス感染判明者数

札幌市以外の感染判明者

札幌市の感染判明者

＊道と札幌市の発表により編集部で作成



３

な
ど
の
交
通
運
輸
、
劇
場
や
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、

映
画
館
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
産
業
、

警
備
業
、
清
掃
業
、
輸
入
原
料
や

輸
入
資
材
に
依
存
す
る
製
造
業
な

ど
、
経
済
的
影
響
は
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
規
模
に

及
ん
で
い
る
。さ
ら
に
小
規
模
な

自
営
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
派

遣
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
業

員
な
ど
の
収
入
減
も
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設

な
ど
で
は
必
要
な
マ
ス
ク
や
感
染

予
防
具
類
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
が
不
足
す
る
危
機
的
な
状
態

が
、依
然
、改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

経
済
対
策
の
実
効
性
に
不
安

　

事
業
規
模
１
０
８
兆
円
と
い

う
経
済
対
策
だ
が
、
実
効
性
に
つ

い
て
は
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
。

　

対
策
の
目
玉
の
１
つ
、
現
金
給

付
は
６
兆
円
規
模
と
さ
れ
る
が
、

あ
く
ま
で
生
活
費
や
事
業
の
運
転

資
金
を
補
填
す
る
狙
い
で
、
消
費

喚
起
が
目
的
で
は
な
い
と
い
う
。

　

家
計
支
援
の
「
１
世
帯
当
た
り

30
万
円
給
付
」
は
、①
２
月
〜
６

月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
世
帯
主
の

収
入（
年
間
換
算
）が
、
個
人
住
民

税
が
非
課
税
と
な
る
水
準
ま
で
減

少
し
た
世
帯
②
収
入
が
半
分
以

下
に
減
っ
た
上
、
住
民
税
が
非
課

税
と
な
る
水
準
の
２
倍
以
下
と
な

っ
た
世
帯
│
と
い
う
厳
し
い
制
約

が
あ
り
、
自
己
申
告
だ
が
、
収
入

減
少
を
証
明
す
る
書
類
も
必
要
に

な
る
。

　

臨
時
休
校
で
影
響
を
受
け
て
い

る
子
育
て
世
帯
に
は
、「
児
童
手
当

を
子
ど
も
１
人
当
た
り
１
万
円

上
乗
せ
」す
る
。た
だ
し
、
月
額
５

０
０
０
円
の
特
別
給
付
を
受
け
て

い
る
高
所
得
者
世
帯
は
対
象
外

だ
。

　

事
業
者
向
け
の
現
金
給
付
は

「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
個
人
に

最
大
１
０
０
万
円
」、「
中
小
企
業

に
最
大
２
０
０
万
円
」
を
給
付

は
、
収
入
が
半
分
以
下
に
な
っ
た

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
個
人
事
業

主
、中
小
企
業
が
対
象
。

　
「
税
金
や
社
会
保
険
料
の
支
払

い
猶
予
」
は
、
総
額
26
兆
円
と
全

体
の
４
分
の
１
の
規
模
だ
が
、
課

税
所
得
が
も
と
も
と
少
な
い
中

小
・
零
細
企
業
に
は
恩
恵
は
及
び

に
く
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　

雇
用
を
維
持
し
た
企
業
を
支

援
す
る
「
雇
用
調
整
助
成
金
」
は
、

要
件
の
緩
和
が
行
わ
れ
る
予
定
。

　

今
回
の
対
策
に
は
、
客
足
減
で

深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
観
光

や
外
食
産
業
へ
の
て
こ
入
れ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
盛
り
込
ま
れ
た
が
、こ

う
し
た
消
費
喚
起
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
収
束
の
メ
ド
が
立
っ
た
後

に
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
現
時

点
で
は
い
つ
実
行
さ
れ
る
の
か
は

分
か
ら
な
い
。

　

今
回
の
経
済
対
策
が
日
本
経

済
の
落
ち
込
み
を
回
復
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
の
か
、
規
模
あ
り
き
で

実
効
性
の
な
い
も
の
で
終
わ
る
懸

念
も
あ
る
。

感
染
を
広
め
な
い
た
め
に
若
者
の
行
動

自
粛
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る



（４）

　

令
和
２
年
度
の
雇
用
保
険
料

率
は
昨
年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
は
３
月
31
日
に

国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31

日
ま
で
の
保
険
料
率
は
表
の
通
り

で
す
。

○
失
業
等
給
付
の
保
険
料
率

は
、
労
働
者
負
担
・
事
業
主
負

令
和
２
年
度
の
雇
用
保
険
料
率
前
年
度
と
同
じ

担
と
も
に
引

き
続
き
３
／

１
０
０
０
で

す
。（
農
林
水

産
・
清
酒
製

造
の
事
業
及

び
建
設
の
事

業
は
４
／
１

０
０
０
で

す
）。

○
雇
用
保

険
二
事
業
の

保
険
料
率

（
事
業
主
の

み
負
担
）も
、

引
き
続
き
３

／
１
０
０

０
で
す
。（
建

設
の
事
業

は
４
／
１

０
０
０
で

す
）。

○
何
に
で
も
夢
の
と
付
け
て
い
た

時
代

○
静
け
さ
や
土
俵
に
し
み
入
る
ア

ナ
ウ
ン
ス

○
無
観
客
開
催
決
め
た
披
露
宴

○
最
初
見
た
引
き
出
し
に
あ
る
探

し
物

○
憲
法
を
改
正
し
て
よ
ウ
ソ
だ
め

と○
壊
れ
た
ら
直
す
技
術
は
何
処
行

っ
た

○
お
だ
て
に
は
乗
り
ま
せ
ん
よ
と

乗
っ
て
い
る

○
会
え
な
い
と
い
う
電
話
が
あ
り

手
酌
酒

○
ウ
イ
ル
ス
で
ム
ダ
な
会
合
ぜ
ん

ぶ
消
え

○
生
き
て
れ
ば
マ
ス
ク
売
っ
た
か

紀
伊
国
屋

○
後
手
後
手
を
先
手
先
手
と
言
い

出
し
た

○
飲
む
方
が
俺
は
好
き
だ
な
ア
ル

コ
ー
ル

○
チ
キ
ュ
ウ
カ
ラ
ゼ
ン
エ
ン
バ
ン
ワ

タ
イ
ヒ
セ
ヨ

○
新
コ
ロ
ナ
嘘
や
忖
度
じ
ゃ
防
げ

な
い　
　
（
毎
日
新
聞「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」よ
り
）




